
逼迫する小児医療

2023年7月11日（火）

理事 川上一恵

資料5

1



東京都内の感染症発生動向
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RSウイルス感染症 咽頭結膜熱

溶連菌感染症 ヘルパンギーナ
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水痘 手足口病

感染性胃腸炎

https://survey.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/epidinfo/weeklychart.do
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• 食欲がある

• 水分がとれている

• 機嫌が良い

• 元気

• 眠れる

• おしっこの回数はいつもと同じ

慌てて救急受診せず、

かかりつけ医の通常の診療時間に受診しましょう！

熱があっても家庭で様子をみれる状態
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• 生後３か月未満の赤ちゃんの高熱（38℃以上）

• 顔色が悪く、ぐったりしている。

• 激しく泣き、あやしても泣き止まない。ぐずっている。

• 眠ってばかりで呼びかけてもすぐ眠る。

• 水分を受け付けない。おしっこが半日くらい出ない。

• 嘔吐や下痢を繰り返し、ぐったりしている。

早めに救急外来を受診してほしい状態
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